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本日の内容

• 運用に関する話をQ&A方式で説明します。

• この後のディスカッションでも、さらに質疑
応答や意見交換を行います。



これからの学術情報システム構築検討委員会 3

Ｑ．運用とは何でしょうか

• 「学術情報基盤を支えるシステム」を利用す
る機関が、共同体を形成し、システムを活用
することです。

• 共通ルールの策定、システムの高度化、情報
共有や人材育成のためのコミュニティづくり
などをNIIと役割分担をしながら、共同で行
っていきます。
• 今までもNACSIS-CAT/ILLのルール作りや研修を
参加館が担っていた
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Ｑ．今のままではいけないの
ですか
• DB共同構築から統合的発見環境整備へと事
業モデルが変化する中、改めて運用方式を整
理し、現状にあわせて再構築する必要がある
ためです。

• 今の運用方式は、35年を経て変化してきまし
た。特に利用機関の「当事者意識」は薄れて
きています。
• 「学術情報基盤を支えるシステム」のニーズを示
し続けなければ、システムが無くなる可能性も
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（問題意識の原点）
2020年目録所在情報サービス

（NACSIS-CAT/ILL）再考のための提議
平成26年12月 国立情報学研究所

• 問題意識
• 学術情報の変化
• 安定運用であるがゆえの施策順位の低下
• 大学図書館の参加意識の低下
• 相互理解の不足

• 提議
• 理念の再構築
• 事業モデルの見直し、システムの見直し
• 大学・大学図書館との連携の一層の緊密化

第9回これからの学術情報システム構築検討委員会（平成27年1月21日）配布資料No.4-1
https://www.nii.ac.jp/content/korekara/about/document/pdf/korekara_doc20150121.pdf
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Ｑ．何故、共同体が必要なの
ですか
• 他館と知見を共有し、相互にフォローしあっ
て業務を進めるためです。

• 多種多様な課題を単館で解決するのは難しい。

• 「学術情報基盤を支えるシステム」は、我々図書
館が主体性をもって運用するもの、我々の意思決
定で活用していくものであり、他の誰か（第三
者）が面倒をみてくれるわけではない。
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Ｑ．負担が増えませんか

• スタート当初は、組織作りなどで増えると思
いますが、今までの土台の下での再構築です
ので、極端な負担を想定する必要はありませ
ん。
• その後は運用の方式次第
• 各機関の負担が一律に増えるわけではない
• （35年前の再現ではない）

• 「当事者意識」を持つことの方が大切です。
• 意見を述べる（調査・アンケートへの回答）
• 投票する（意思決定への参加）
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Ｑ．何を共同調達するのですか

中央システム ローカルシステム
紙と電子を含む目録システム
紙と電子を含むILLシステム
ライセンスデータの共有

電子資料管理
目録作成（CAT接続）
相互利用（ILL接続）
検索（OPAC・ディスカバリ）
自館作成電子アーカイブ
契約・受入
閲覧・利用者管理
その他

共同運用（NIIとの役割分担あり）

共同調達・運用（NIIとの役割分担あり）

将来的には

共同体＝図書館ネットワークシステム運営コンソーシアム（仮）

共同調達・運用グループ 単独調達・運用
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Ｑ．共同調達のイメージが湧
きません
• 今後、共同調達・共同運用という選択肢が増
えることを想定しているということであり、
特定のシステム構成や提供形式を想定・指定
するものではありません。

• よって全機関が必ず行うわけではありません。
• 共同調達を行いやすい環境（情報共有や連
携）を整えることは、この共同体の役割の一
つです。

• 共同調達が提案できる場（今はどこにもな
い）を一緒に作りましょう。
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いろいろな選択肢が想定されます

地域での共同調達

規模による共同調達

ジョイント“ベンダー”
の共同調達

単独調達
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Ｑ．ローカルシステムもNIIサービス
として提供されるのでしょうか。

• NIIがローカルシステムそのものを提供する
ことはありません。

• 一方で、今後、共同体とNIIの協議によって、
利用機関が共通に使用する機能が中央システ
ムに組み込まれる可能性はあります。
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共同調達・運用グループ共同調達・運用グループ

Ｑ．組織図を示してください。

大学図書館

連携・協力

図書館ネットワークシステム運営
コンソーシアム（仮）

NII

事務局

中央システム運用委員会

大学図書館以外のス
テークホルダー

共同調達・運用グループ

作業部会

イメージ図

参加
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Ｑ．スケジュール感はどうな
っていますか。

発足

2022

会費
発生

2021

コンソーシアム

中央システム利用
図書館

NII
eResourceシステム

中央システム更新

全員
参加

ローカルシステム
共調・共運 事例1

任意
参加

2023

事例2 事例3 ．．．

共同運営
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Ｑ．参加費が必要ですか。

• 共同体の活動資金として徴収される予定です。
• 金額は共同体を運営する会議で決まります。
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続きは、ディスカッションで
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